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92年同大学大学院医学研究科博士課
程修了。博士（医学）。専門は腎臓内
科学、臨床検査医学。金沢大学教授、
医薬保健学域医学類長、理事・副学
長などを経て2022年より現職。

　金沢大学は1862（文久2）年に創設された加賀藩彦三
種痘所を源流とし、旧制第四高等学校等の前身校から受け
継いだ160年に及ぶ歴史と伝統を有する総合大学です。
金沢大学憲章に掲げる「地域と世界に開かれた教育重視の
研究大学」という基本理念に立脚した改革を推進し、伝統
と革新の融合から新たな知を創造しています。
　2022年には金沢大学未来ビジョン「志」を策定し、研
究大学として、世界的研究拠点の形成と未来を牽引する人
材育成を推進しています。また文部科学省「世界トップレ
ベル研究拠点プログラム（WPI）」に採択されたナノ生命
科学研究所をはじめとしたフラッグシップ研究所群が世界
最先端の研究成果を発信しています。
　2024年度からは、融合学域観光デザイン学類、スマー
ト創成科学類、理工学域電子情報通信学類の入学定員増、
理工系5学類で「女子枠特別入試」を導入するなど、さら
なる改革を進めています。

地
域
と
世
界
に
開
か
れ
た
教
育
重
視
の
研
究
大
学

「
未
来
知
」
で
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

金沢大学
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Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
に
基
づ
く
優
れ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

金
沢
大
学
で
は
、
学
生
が
卒
業
ま
で
に

身
に
付
け
る
べ
き
能
力
を
「
金
沢
大
学

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
〉
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
Ｋ
Ｕ

Ｇ
Ｓ
）」
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
学
士

課
程
か
ら
大
学
院
ま
で
、
す
べ
て
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
に
沿
っ
て
展

開
さ
れ
て
お
り
、
一
貫
し
た
教
育
・
学
生

支
援
の
も
と
、
全
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
行
し
た
現
在
の
国
際
社
会
で
必
要
な

教
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
、
人
間

力
を
磨
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
の
修
得
の
た
め
、
文
理

融
合
型
の
先
導
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
身
の
専
門
分
野
に
軸
足

を
置
き
な
が
ら
、
積
極
的
に
他
分
野
の
知

見
を
深
め
、
異
分
野
・
異
文
化
協
働
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
課
題
の
解
決

に
挑
戦
す
る
、
先
導
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

と
は
、Science

（
科
学
）、Technology

（
技
術
）、Engineering

（
工
学
）、

M
athem

atics

（
数
学
）
と
い
っ
た
理
数

系
を
学
修
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」
に

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
小
説
と
短
歌
の
２

部
門
を
設
け
、
受
賞
作
品
集
を
出
版
し
て

い
ま
す
。
同
賞
の
受
賞
者
は
、
超
然
特
別

入
試
「
超
然
文
学
選
抜
」
の
出
願
資
格
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

３
学
類
で
入
学
定
員
を
増
員

観
光
専
門
人
材
と

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成

　

２
０
２
４
年
度
入
試
か
ら
、
３
学
類
で

計
１
１
０
名
の
入
学
定
員
増
と
な
り
ま
す
。

　

融
合
学
域
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
類
は
現
在

の
20
名
か
ら
、
55
名
に
拡
大
し
ま
す
。

「
新
し
い
観
光
」
を
見
据
え
た
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
等
の
文
理
融
合
教
育
や
、
海
外

留
学
等
も
組
み
込
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学

び
が
特
長
で
す
。
石
川
や
北
陸
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
最
大
限
に
活
用
し
た
実
践
型
教
育

や
新
た
な
奨
学
金
制
度
、
地
域
就
職
希
望

者
対
象
の
入
学
試
験
特
別
枠
も
創
設
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
融
合
分
野
デ
ジ
タ
ル
人
材
お
よ

び
情
報
工
学
専
門
人
材
を
複
層
的
・
一
体

的
に
養
成
す
る
た
め
、
融
合
学
域
ス
マ
ー

ト
創
成
科
学
類
を
35
名
増
、
理
工
学
域
電

子
情
報
通
信
学
類
を
40
名
増
と
、
規
模
を

大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

Art

（
ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
）
の
創
造
的

要
素
を
加
え
た
、
俯
瞰
力
と
実
践
力
を
身

に
付
け
る
た
め
の
教
育
手
法
で
す
。

Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
特
別
入
試

　

Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
の
能
力
が
身
に
付
く
よ
う
に

開
発
さ
れ
た
「
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
高
大
接
続
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
高
校
生
等
を
対
象
に
開
講
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
個
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
選
択
・
受
講
し
、
課
題
レ
ポ
ー
ト

「
大
学
で
の
学
び
」
と
「
高
校
で
の
学
び
」

を
提
出
し
、
両
方
の
評
価
基
準
を
満
た
す

と
「
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
特
別
入
試
」
の
出
願
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
特
別
入
試

で
は
志
願
者
の
能
力
・
資
質
・
意
欲
を
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

数
学
ま
た
は
文
学
に
特
異
な
才
能
を

持
つ
人
を
応
援
す
る
超
然
特
別
入
試

　

金
沢
大
学
で
は
「
現
代
の
若
き
算
用

者
」
の
発
掘
を
目
的
に
、「
日
本
数
学 

A-lym
piad

（
エ
ー
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
）」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際M

ath 
A-lym

piad

が
出
題
す
る
実
社
会
に
起
こ

り
う
る
世
界
的
な
課
題
に
、
卓
越
し
た
数

学
と
英
語
の
力
を
持
っ
た
全
国
の
高
校
生

が
チ
ー
ム
で
挑
戦
す
る
も
の
で
す
。
入
賞

者
に
は
超
然
特
別
入
試
「A-lym

piad

選

抜
」
へ
の
出
願
資
格
を
付
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
世
界
を
拓
く
言
葉
の
若

き
探
究
者
を
見
出
す
た
め
に
、
金
沢
大
学

コ
ン
テ
ス
ト
「
超
然
文
学
賞
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
将
来
「
言
葉
の
力
」
で
世
に

出
る
こ
と
を
強
く
望
む
高
校
生
の
優
れ
た

才
能
を
称
え
、
そ
の
志
を
励
ま
す
こ
と
を

■  金沢大学〈グローバル〉スタンダード
（KUGS）

　学生が卒業までに身に付けるべき能力として、
金沢大学が示しているもので、グローバル化が
進行する現代社会で中核的リーダーとして活躍
する人材を育成するための６つの指針。
①自己の立ち位置を知る　②自己を知り、自己
を鍛える　③考え・価値観を表現する　④世界
とつながる　⑤未来の課題に取り組む　⑥新し
い社会を生きる

「
女
子
枠
特
別
入
試
」
を
導
入

理
工
系
女
子
育
成
に
注
力

　

金
沢
大
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

持
つ
学
生
や
教
職
員
が
互
い
の
特
性
を
尊

重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
に
関
す
る
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
諸
外
国
の
大
学
に
比
べ
て
比
率

が
低
い
理
工
系
の
女
子
学
生
や
女
性
研
究

者
・
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
女
子

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
女
性
研
究
者

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
な
ど
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
４
年

度
入
試
か
ら
理
工
学
域
に
お
い
て
、「
女

子
枠
特
別
入
試
」
を
導
入
し
ま
す
。
実
施

す
る
の
は
、
数
物
科
学
類
、
機
械
工
学
類
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
類
、
電
子
情
報
通
信

学
類
、
地
球
社
会
基
盤
学
類
（
地
球
惑
星

科
学
コ
ー
ス
）
の
５
学
類
で
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
共
生
社
会
を
実
現

す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

世
界
的
研
究
の
強
化
と

社
会
共
創
の
実
現
を
推
進

　

金
沢
大
学
に
は
、
文
部
科
学
省
「
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
に
採
択
さ
れ
た
ナ
ノ
生
命
科

学
研
究
所
な
ど
、
７
つ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
研
究
所
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
的
研
究

拠
点
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
４
月
に
は
、
先
端
観
光
科

学
研
究
所
を
新
設
し
ま
し
た
。
文
理
融
合

の
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
観
光

に
関
わ
る
行
動
、
サ
ー
ビ
ス
、
政
策
・
制

度
を
科
学
的
に
解
析
し
、
観
光
に
よ
る
未

来
変
革
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
観
光
の
促

進
と
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

同
年
５
月
に
は
、
医
薬
保
健
研
究
域
附

属
サ
ピ
エ
ン
ス
進
化
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
古

代
人
ゲ
ノ
ム
研
究
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
医
学
生
命
科
学
研
究
を
統
合
す
る
新

し
い
学
術
分
野
の
創
生
と
発
展
を
通
じ
て
、

人
類
進
化
プ
ロ
セ
ス
や
疾
患
病
態
の
解
明

と
、
革
新
的
な
医
療
を
実
現
し
ま
す
。

　

今
後
も
文
理
医
分
野
の
融
合
研
究
を
推

進
し
、
世
界
的
研
究
拠
点
の
形
成
の
た
め

に
、
全
学
を
挙
げ
て
実
証
研
究
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
大
学
院
の
飛
躍

的
な
機
能
強
化
な
ど
、
若
手
研
究
者
育
成

支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
研

究
成
果
を
教
育
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

オ
ー
ル
金
沢
大
学
で

「
未
来
知
」
に
よ
り
社
会
貢
献

　

金
沢
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
志
」
で
は
、

「
オ
ー
ル
金
沢
大
学
で
『
未
来
知
』
に
よ

り
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
金
沢
大

学
の
学
生
、
教
職
員
が
互
い
の
尊
重
と
協

働
の
も
と
で
目
指
す
べ
き
方
向
を
示
す
、

北
辰
（
北
極
星
）
と
な
る
も
の
で
す
。

　

２
０
２
３
年
５
月
に
は
、
Ｇ
７
富
山
・

金
沢
教
育
大
臣
会
合
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
視
察
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
７
各

国
の
大
臣
や
国
際
機
関
の
代
表
者
の
方
々

が
金
沢
大
学
を
訪
れ
、
金
沢
大
学
生
た
ち

と
教
育
の
未
来
に
つ
い
て
対
話
し
ま
し
た
。

　
「
世
界
中
が
急
激
に
変
化
す
る
中
、
金

沢
大
学
は
希
望
あ
る
社
会
に
向
け
て
、
人

類
の
英
知
を
融
合
し
た
文
理
融
合
の
『
総

合
知
』
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

現
代
か
ら
未
来
の
課
題
を
探
求
し
克
服
す

る
知
恵
『
未
来
知
』
に
よ
り
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
私
た
ち
の
目
標
と
し
、
そ
の

『
志
』
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
和
田
学
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

金沢大学の教育組織　４学域・２０学類

金沢大学　

人文学類
法学類
経済学類
学校教育学類  共同教員養成課程
地域創造学類
国際学類

人間社会学域
人間のこと、社会のこと、
知の世界を、自由自在に探究する。

理工学域
高度な創造力と技術力を備え、
社会に貢献できる科学人の育成を目指す。

医薬保健学域
最先端の知識と技術を身に付け、
温かさのある医療人を育てる。

融合学域
文理融合の知識を基に、
イノベーションをリードする。

先導学類
観光デザイン学類
スマート創成科学類

数物科学類
物質化学類
機械工学類
フロンティア工学類

医学類（6年制）
薬学類（6年制）

定員増

医薬科学類
保健学類

電子情報通信学類
地球社会基盤学類
生命理工学類

・ 看護学専攻
・ 検査技術科学専攻
・ 作業療法学専攻

・ 診療放射線技術学専攻
・ 理学療法学専攻

女子枠

女子枠

女子枠

女子枠

女子枠

定員増

定員増

117 卓越する大学 金沢大学 116

WPIに採択されたナノ生命科学研究所

G7富山・金沢教育大臣会合のエクスカーション（視察）
メタバースを活用した教育DXの取り組み


